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　９月22日㈬、南中区旧満島ホテル周辺に建設する駅前活性化施設住宅建設工事の地鎮祭・安全祈願祭が、
請負業者の吉川建設株式会社の主催により挙行されました。
　式典には村長や村議会議長、近隣地区の方などが参列し、玉串拝礼などの神事や発注者である永嶺村長
のあいさつなどが行われ、工事の安全を祈願しました。
　当施設は生活に必要な食料品・日用品を買うことのできる店舗と住まいを併設することで、平岡駅前の
賑わいを創出することを目的に、数年前から施設建設に向け進められてきた事業で、令和４年３月に完成
予定です。
　現在、本格的に工事が始まっており、住民のみなさんには工事車両の通行や騒音などによりご迷惑をお
掛けしますが、ご協力をよろしくお願いします。
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迎
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。
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な
お
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今
年
度
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歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
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（
５
千
円
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が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
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お
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と
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ざ
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。
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お
祈
り
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ま
す
。
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駅前活性化施設住宅建設工事の
地鎮祭・安全祈願祭挙行される

◁
鍬入れの神事

▷
永嶺村長による
発注者あいさつ
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ク
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０
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７
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け
て

い
ま
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ッ
ク
ブ
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５
０
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ま
し
た
。
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な
ら
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団
受
け
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あ
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浜
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へ
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向
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手
へ
直
接
ハ
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届
け

し
た
か
っ
た
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が
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ロ
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渡
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と
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で
き
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せ
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し
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か
し
、
浜
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ツ
振
興
課
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通
じ
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の
み
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さ
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へ
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届

け
す
る
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と
が
で
き
ま
し
た
。

全
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セ
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え
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し
た
。
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々
か
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入
っ
た
ハ
ン
ガ
ー
が

届
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ま
し
た
。
サ
イ
ン
入
り
ハ

ン
ガ
ー
は
譲
葉
祭
で
も
展
示
を

し
、
今
後
も
多
目
的
室
で
展
示

を
し
ま
す
。

　
現
在
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届
け
た
ハ
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９
９
０
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残
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30
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と
な
り
ま
し
た
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今

後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
後

の
活
動
を
よ
い
形
で
締
め
く
く

れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
贈
呈

先
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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75歳以上の方に敬老
祝品を贈りました
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３
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臨
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、
８
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㈬
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左
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の
議
案
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つ
い
て
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
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付
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内
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は
、
契
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が
５

千
万
円
以
上
の
工
事
の
た

め
、
村
条
例
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
議
決
を
得
た
も

の
で
す
。
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令和3年度　８月臨時議会補正予算
補正前の額

22億3,774万円

計

22億4,383万円

補正額

609万円

会    計    名

一　　　　　　　般（第３号）

入会金200円・月会費300円（負担金 年1回300円）

〔主なサービス内容〕

（事業主負担の場合、税法上、損金等として処理できます）

●慶弔給付：結婚・小中学校入学祝金、見舞金等の給付
●健康増進：インフルエンザ予防接種助成金等
●自己啓発：資格取得試験受験料助成金等
●余暇活用：推奨ツアー、スポーツ観戦等助成金
●そ の 他：チケット・各種カード特別価格斡旋
　　　　　　指定割引店舗・施設利用の優待特典

ひとり

一般財団法人
検索飯田勤労者共済会ＴＥＬ.0265-52-6566

FAX.0265-52-0155

1,500事業所
14,000人余に入会
頂いています

〒395-0024 飯田市東栄町3108番地1
飯田市勤労者福祉センター1階
ホームページ https://iida-kyosai.zenpuku.or.jp/
E-mail:i-kinkyo@mis.janis.or.jp

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

毎日を健康で楽しく働くための
お手伝いをします‼
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28円
UP

長野県 最低賃金

　ふだんの通勤・通学やお出かけに、ぜひＪＲ飯田
線をご利用ください。

・時間に正確で安全。
・移動しながら、読書なども楽しめる。
・環境にやさしい。
　また、車内の換気・消毒、乗務員のマスク着用な
ど、感染症対策にも力を入れています。

鉄道のココが便利!

JR飯田線を利用しましょう

　村では、新型コロナウイルス感染症対策と
して、地域外との往来がある場合に「抗原定
性検査（簡易検査）キット」を使って積極的
に検査することで水際対策を行っています。
　この事業は、無症状で感染力を有する方を
早期に発見して、他者への感染を防ぐことを
目的としており、令和３年８月６日から 31 日
まで実施した社会実験の検証を踏まえ、さら
なる水際対策の有効性を検証する２回目の社
会実験として位置づけています。

第２回 新型コロナウイルス感染症水際対策

抗原定性検査（簡易検査）キット
を無料配布しています

お申込み（検査）
いただける方

○お申込みいただける方：村内に住所
を有する方または村内のイベント
団体
○検査対象者：以下の使用目的に該当
する方
①飯田下伊那地域外へ往来を予定して
いる方
②冠婚葬祭や帰省、イベント等により
来村する親戚等
③村内に住所を有する方で不安を感じ
ている方等
○｢抗原定性検査キット使用報告書｣に
すみやかにお答えいただける方

申込み及び配布
（使用）期間

令和3年10月1日㈮ ～ 令和4年1月31日
㈪まで
※配布予定数になり次第、終了する場
合があります。

申込み場所及び
受付時間

役場 総務課または南支所平日：午前8時
30分～午後5時まで

配布予定数 150キット（配布予定数に達した場合は
追加を検討します。）

申込みキット数

検査対象の方お一人様につき、
個人・団体：原則、2キットまで
（団体の場合は、使用者全員の名簿添
付が必要です。）

その他注意事項

※キットの在庫数により、配布をお待
ちいただく場合があります。
※お申込み状況や時期により、ご希望
の数より少なくなることがありま
す。
※お申込みに不備がある場合は、お受
けできないことがあります。

問い合わせ先 総務課総務情報係 ☎32－2001
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８
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17
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会
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行
わ
れ
、
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記
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つ
い
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お
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決
さ
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ま
し
た
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収
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改
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つ
い
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内
容
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
村
が
行
っ
て
い
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
と
発
行
手

数
料
の
徴
収
を
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

カ
ー
ド
再
発
行
手
数
料
の
項
目
を
条
例
か

ら
削
除
す
る
も
の
で
す
。
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内
容
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
４

年
１
月
１
日
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
の

額
40
万
４
千
円
を
40
万
８
千
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。
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地
地
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的
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の
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す
る
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別
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置
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が
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行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
に
わ

た
る
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
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２
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天
龍
村
財
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判
断

比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監
査
委

員
の
審
査
に
付
し
、
意
見
を
付
け
て
議
会

に
報
告
し
た
も
の
で
す
。
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コ
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ナ
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厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
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充
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求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
地
方
財
政
は
巨
額

の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正

に
向
け
、「
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
」
な
ど

の
５
つ
の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
国
に
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・

拡
充
を
求
め
る
請
願
書

○「
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、
教

職
員
定
数
増
」
を
求
め
る
請
願
書

○「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き

地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水

準
に
戻
す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に
求

め
る
請
願
書

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
な
ど
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
大
平
正
長
議
員

一
、
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
運

営
状
況
と
診
療
業
務
体
制
な
ど
に
つ
い
て

二
、
移
動
投
票
車
に
よ
る
期
日
前
投
票
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

三
、
主
要
地
方
道
飯
田
富
山
佐
久
間
線
の

丁
地
〜
早
木
戸
間
の
道
路
改
良
整
備
に

つ
い
て

四
、
天
龍
村
と
浜
松
市
水
窪
地
区
を
結
ぶ

県
境
の
道
路
管
理
と
村
の
方
針
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
買
い
物
弱
者
対
策
事
業
に
つ
い
て

二
、
災
害
等
に
よ
り
不
通
と
な
っ
て
い
る

村
道
に
つ
い
て

○
兼
宗
真
議
員

一
、
小
中
学
校
を
統
合
し
た
併
設
校
へ
向

け
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
教
育
の
体
制

と
中
身
に
つ
い
て

二
、
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
労
務

管
理
と
診
療
所
設
備
の
災
害
時
の
備
え

に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❸
回

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　告

予
　
　
　算

意
　見
　書

一
　般
　質
　問

請
願
・
陳
情
・
要
請



（３）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（12）令和3年（2021年）10月28日

「2021昇龍まつり」の開催について実行委員会で協議した結果、新型コロナウイルス感染症の変
異株が猛威を振るっていることから、村民のみなさんの安全を最優先に考え、１年延期することに
決定しました。
実行委員会としても苦渋の決断でありましたが、来年度には新型コロナウイルス感染症が終息し、
全村民が心の底から楽しめる状況下で、盛大に開催したいと考えていますので、引き続きご支援を
お願いします。

「2021昇龍まつり」の開催延期について

　
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業

況
が
悪
化
し
た
村
内
事
業
者

（
原
則
、
天
龍
村
商
工
会
商
業

部
に
所
属
）
に
対
し
、
事
業
の

継
続
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
事
業
者
は
、
11
月
16
日
㈫
ま

で
に
必
要
書
類
を
役
場
地
域
振

興
課
商
工
観
光
係
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

①
　
村
内
事
業
者
で
、
今
後
も

引
き
続
き
１
年
以
上
営
業
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

②
　
令
和
３
年
７
月
の
売
上
額

が
令
和
元
年
７
月
の
売
上
額

を
下
回
る
こ
と
、
も
し
く
は

令
和
３
年
８
月
の
売
上
額
が

令
和
元
年
８
月
の
売
上
額
を

下
回
る
こ
と
。

③
　
天
龍
村
暴
力
団
排
除
条
例

（
平
成
23
年
天
龍
村
条
例
第

24
号
）
に
規
定
す
る
暴
力
団

若
し
く
は
暴
力
団
員
又
は
暴

力
団
と
密
接
な
関
係
を
有
す

る
者
で
な
い
こ
と
。

④
　
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

①
　
令
和
元
年
７
月
の
売
上
額

か
ら
令
和
３
年
７
月
の
売
上

額
を
差
し
引
い
て
得
た
正
数

に
１
／
２
を
乗
じ
た
額
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
支
給
額

に
1
，0
0
0
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
る
。

②
　
令
和
元
年
８
月
の
売
上
額

か
ら
令
和
３
年
８
月
の
売
上

額
を
差
し
引
い
て
得
た
正
数

に
１
／
２
を
乗
じ
た
額
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
支
給
額

に
1
，0
0
0
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
る
。

③
　
①
、②
を
合
算
し
た
額
が

20
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

20
万
円
と
す
る
。

支
給
対
象
者

支

　給

　額

事
業
持
続
化
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

第４弾

　村では、新型コロナウイルス感染症の影響による支出低迷
に対し、消費喚起と地元店舗の事業継続及び売上拡大を図る
とともに、収入減による生活支援を目的とした「第３弾地元
店舗応援券発行事業」を実施しますので、期限内に取扱店舗
にてご利用いただきますようお願いします。

配布対象者
・令和３年10月１日現在で、天龍村に住所を有する全村民
・令和３年10月２日から同年12月31日までに天龍村に転入届
を提出した者

支　給　額
・村民一人当たり2,500円

有 効 期 間
・令和３年11月１日から令和４年１月31日

取 扱 店 舗
・10月25日付で郵送しました取扱店一覧表をご参照ください

「第３弾地元店舗応援券」の配布について

　
こ
の
た
び
、
議
会
の
同
意
を

い
た
だ
き
、
10
月
１
日
付
で
副

村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
永
嶺
村
長
を
先
頭
に
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
和
を
大
切

に
お
互
い
の
不
足
し
て
い
る
部

分
を
補
い
協
力
し
、
よ
り
大
き

な
こ
と
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ

う
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
天
龍
村
を
取
り
巻
く
状
況
は

難
し
い
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、

政
策
目
標
で
あ
る
第
６
次
総
合

計
画
に
基
づ
き
、「
全
て
の
村

民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
村
づ
く
り
、
将
来
に
わ
た
り

夢
が
抱
け
る
村
づ
く
り
」
そ
の

実
現
の
た
め
に
補
佐
役
と
し
て

の
職
務
に
専
念
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
村
民
の
み

な
さ
ん
を
は
じ
め
議
会
や
関
係

団
体
な
ど
の
み
な
さ
ん
と
連
携

を
図
る
た
め
、
更
な
る
ご
指
導

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

　
こ
の
度
、
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
村
澤
資
憲
で
す
。

45
年
ぶ
り
に
天
龍
村
へ
帰
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
我
が
家
の
本
棚
に
、
私
の
小

学
生
中
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
ム

が
あ
り
ま
す
。
亡
き
母
が
参
観

日
や
学
校
行
事
の
時
に
撮
影
し

て
く
れ
た
写
真
を
整
理
し
た
も

の
で
す
。
小
学
校
高
学
年
の
ペ

ー
ジ
に
は
、
プ
ー
ル
開
き
で
平

泳
ぎ
２
０
０
ｍ
の
金
メ
ダ
リ
ス

ト
兵
藤
（
旧
姓
　
前
畑
）
秀
子

さ
ん
が
来
校
し
、
見
事
な
泳
ぎ

を
披
露
し
て
く
れ
た
時
の
写
真

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

２
年
生
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
第
１

回
文
化
祭
の
写
真
も
あ
り
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
を
見
て
い
て
、
当
時

の
光
景
が
蘇
る
と
と
も
に
、
歴

史
的
な
一
時
を
経
験
し
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、天
龍
村
の
学
校
教
育
・

社
会
教
育
生
涯
学
習
の
状
況
は
、

そ
の
環
境
を
は
じ
め
と
し
て
、

歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
児
童
生
徒
・
村
民
の
み

な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
村
澤
教
育
長
は
、
昭
和
33
年

生
ま
れ
の
63
歳
で
、
千
葉
大
学

教
育
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
56

年
に
松
本
市
立
菅
野
中
学
校
に

赴
任
し
て
以
降
、
県
内
８
校
で

勤
務
さ
れ
、
平
成
30
年
３
月
に

飯
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
長
を

定
年
退
職
し
た
後
に
下
伊
那
教

育
会
事
務
局
長
を
経
て
、
教
育

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
竹
田
副
村
長
は
、
平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
今
年
９
月
30
日

ま
で
教
育
長
を
２
期
６
年
間
務

め
任
期
満
了
後
、
副
村
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　
金
田
明
文
教
育
委
員

（
中
央
区
）
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
宮
澤
く
る
み
氏

（
中
央
区
）
を
新
た
に
任

命
す
る
こ
と
が
、
９
月
議

会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
10
月

26
日
か
ら
令
和
７
年
10
月

25
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

竹
田
順
次
副
村
長

竹
田
順
次
副
村
長

た
け
だ
じ
ゅ
ん
じ

た
け
だ
じ
ゅ
ん
じ

就
任
に
あ
た
り

村
澤
資
憲
教
育
長

村
澤
資
憲
教
育
長

就
任
に
あ
た
り

教
育
委
員
に

 

宮
澤
く
る
み
氏

司法書士による空き家問題に関する
無料電話相談会

日　　　　時　令和3年12月11日㈯
　　　　　　　10：00～16：00
専用電話番号　☎0120-448-788
　　　　　　　（当日のみの専用（臨時）

の番号です　　　　 ）

＊相談は無料、秘密は厳守します。

一緒に考えてみませんか？
空き家のこと、相続のこと

司法書士による
「空き家問題110番」

令和3年度　９月定例議会補正予算
補正前の額

22億4,383万円

8,113万円

5,629万円

2億1,471万円

6,426万円

計

25億2,121万円

8,162万円

5,571万円

2億6,323万円

7,018万円

補正額

2億7,738万円

49万円

△58万円

4,852万円

592万円

会    計    名

一　　　　　　　般（第４号）

村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第２号）

村　　営　　下　　水　　道　　事　　業（第２号）

介　　　　　護　　　　　保　　　　　険（第１号）

国民健康保険診療所（第３号）

む
ら
さ
わ
も
と
の
り

む
ら
さ
わ
も
と
の
り



年金生活者支援給付金制度について

（11）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（４）令和3年（2021年）10月28日

■自主財源　17.4％
　5億1,091万円
■依存財源　82.6％
　24億1,699万円

（単位：万円）

歳　出

1億2,726万円

7,335万円

4,947万円

2億9,167万円

3,017万円

歳　入

1億3,067万円

7,446万円

5,011万円

2億9,292万円

3,095万円

27億9,627万円
一般会計歳出総額は前年度比11.3％増

令和
２年度
決算

・防災行政無線同報系デジタル化工事 1億4,196万円
・特別定額給付金 1億2,250万円
・災害復旧工事委託料（村道など） 6,976万円
・旧向方小学校体育館本体屋根等改修工事 3,575万円
・村道梨畑線拡幅改良工事 3,456万円
・地すべり災調査委託料 3,045万円
・光整備負担金 3,000万円
・林道虫川新野峠線舗装工事 2,750万円
・地元店舗応援券発行事業 1,167万円
・診療所修繕工事 1,083万円
・新型コロナウイルス事業持続化給付金 825万円
・総合計画策定業務等委託料 464万円
・公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業 387万円

令和2年度 主 要 事 業

特　別　会　計

歳　　入

村　債
43,032
14.7% 地方交付税

135,026
46.1%

村 税
21,780
7.4% 

繰入金
6,225
2.1%

その他
7,853　2.7% 使用料及び

手数料
3,160　1.1%
諸収入
3,212　1.1%

その他
16,713
5.7%

国･県支出金
55,788
19.1%

29億2,790万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

　令和２年度の一般会計及び特別会計の決算が第４回定例議会において審議され、次のとおり認定され
ました。一般会計では、歳入総額29億2,790万円、歳出総額27億9,627万円、差引収支1億3,163
万円となり、歳出は前年度比11.3%、2億8,315万円の増となりました。（四捨五入により、グラフや表
内の数値の合計が一致しない場合があります）

　村税（2億1,780万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前
年度に比べ1.1%、227万円の増となりました｡

　地方交付税（13億5,026万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受け
られるように、国に納められた税金を再配分して交
付されます。前年度に比べ17.4%、2億61万円の
増となりました。
　天龍村の収入でもっとも大きな比重を占めていま
す。

　国・県支出金（5億5,788万円）
　国や県が交付する補助金や負担金などです｡前年度
に比べ152.8%､3億3,721万円の増となりました｡

　繰入金（6,225万円）
①減債基金から5,050万円（村債の繰上償還）
②ふるさと寄附金基金から634万円（貸与型奨学金
「龍蛇山澤基金」の資金及びICTタブレット使用料
などへ充当）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（4億3,032万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比
べ37.1%、2億5,337万円の減となりました。

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力をいただきありがとうございました。みなさ
んのご協力により、村目標額「172,000円」を大きく上回る「356,000円」という結果となり、長野
県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へのご理解とご協力をお願いします。

令和３年度日赤社資の収納報告

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。
対象となる方

●老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓ 65歳以上である
✓ 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
✓ 年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以 下である
請求手続き

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給して
　いる方
以下の要件を満たしている必要があります
✓ 前年の所得額が約472万円以下である

✓ 日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞
きしたり、手数料などの金銭を求めたりすることはありません。

▷ 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方

②年金を受給しはじめる方

　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から10月中旬頃から、請求可能な旨のお知らせを送付
します。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。

年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

『ねんきんダイヤル』：0570－05－4092（ナビダイヤル） 検索年金給付金

請求手続きは
お早めに!

◆
対
象
者

・
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日

に
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機

能
に
日
常
生
活
動
作
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方

◆
助
成
対
象
期
間

令
和
４
年
１
月
15
日
㈯
ま
で

◆
医
療
機
関

飯
田
下
伊
那
地
区
の
希
望
す

る
医
療
機
関

◆
助
成
金
額

総
額
４
，８
３
０
円
　（
助
成

額
：
２
，８
３
０
円
　
個
人
負

担
：
２
，０
０
０
円
）

◆
助
成
の
流
れ

①
予
診
票
は
役
場
・
南
支
所
、

天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
、
新
野
診
療
所
、
山
崎
医

院
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ

予
防
接
種
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

③
予
診
票
の
全
て
の
項
目
に
ご

記
入
の
上
、
医
療
機
関
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

④
接
種
後
、
医
療
機
関
窓
口
で

２
，０
０
０
円
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日

に
64
歳
以
下
の
方

◆
助
成
対
象
期
間

令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

◆
医
療
機
関

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

◆
助
成
金
額

・
中
学
生
以
下
…
全
額
（
２
回

ま
で
）

・
中
学
校
卒
業
以
上
64
歳
以
下

…
１
，０
０
０
円
分
の
天
龍

村
商
品
券

◆
助
成
の
流
れ

①
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に

予
防
接
種
の
予
約
を
し
、
接

種
す
る
。

②
役
場
・
南
支
所
窓
口
に
「
領

収
書
」
「
接
種
済
証
」
「
印

鑑
」
「
振
込
先
の
通
帳
（
※

対
象
者
が
中
学
生
以
下
の
場

合
）
」
を
持
参
し
、
申
請
手

続
き
を
行
う
。

③
後
日
、
振
込
な
ど
を
行
い
ま

す
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
任
意
（
希
望
さ
れ
た
方
）
の
接

種
と
な
り
ま
す
。
接
種
の
効
果
や
副
反
応
発
症
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
納
得
さ
れ
た
う
え
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
…
住
民
課
健
康
支
援
係
☎（
32
）１
０
２
１

64
歳
以
下
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

65
歳
以
上
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業



感
じ
る
ま
ま
に
書
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

書
く
こ
と
で
外
に
吐
き
出
し
、
頭
や
心

が
す
っ
き
り
し
、
ま
た
客
観
的
に
見
る

こ
と
が
で
き
、
解
決
策
が
見
え
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
ド
リ
ン
ク
は

　
ア
イ
ス
よ
り
ホ
ッ
ト

　
気
温
が
高
い
と
き
は
、
冷
た
い
飲
み

物
が
よ
い
で
す
が
、
心
と
体
の
緊
張
を

ほ
ぐ
す
た
め
に
は
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
が

有
効
で
す
。

◎
間
食
に
は
ナ
ッ
ツ
類
や
　

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
お
す
す
め

　
ナ
ッ
ツ
類
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
B
6
は
副

交
感
神
経
の
働
き
を
高
め
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
を
高
め
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

に
含
ま
れ
る
カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

は
、
不
安
や
緊
張
を
緩
和
し
て
く
れ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
は
カ
ロ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
香
　
り

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
は
柑
橘

系
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
と
き
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
の
香
り
が
よ
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り

も
よ
い
で
す
。

◎
何
も
し
な
い
日
を
つ
く
る

（５）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（10）令和3年（2021年）10月28日

前年差

8,809万円

△7,787万円

1億7,458万円

△2億4,440万円

678万円

前年差

3億8,128万円

605万円

4,079万円

△211万円

△1億1,768万円

△1,971万円

△1億8,579万円

3,396万円

1億5,064万円

△367万円

決算額

4億1,294万円

3億2,043万円

4億11万円

5億2,759万円

1億5,497万円

決算額

8億4,847万円

3億2,744万円

1億1,000万円

1億7,210万円

1億5,007万円

2億4,288万円

2億732万円

1億7,251万円

2億2,795万円

3億217万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費など

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧事業費

公債費

前年比

27.1

△19.6

77.4

△31.7

4.6

前年比

81.6

1.9

58.9

△1.2

△44.0

△7.5

△47.3

24.5

194.9

△1.2

維持補修費
3,056　1.1%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

27億9,627万円

人件費
41,294
14.8%

公債費
30,217
10.8%物件費

32,043
11.5%

扶助費
7,238
2.6%

補助費など
40,011 
14.3%

繰出金
15,497　5.5%

積立金
34,717
12.4%

災害復旧費  22,795  8.2%

普通建設事業費
52,759　18.9%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です。（会計
年度任用職員制度の開始や職員新規採用などによる増）
消耗品や燃料代などの需要費、電話や郵便代などの役務費、備品購
入費、各種委託料です。（会計年度任用職員制度の開始などによる減）
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体や個人に対する負担金・補助金
・交付金です。（特別定額給付金や地元店舗応援券発行事業などによる増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金
です。（おきよめの湯増改築整備工事の完了などによる減）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支
出されるものです。

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です。（特別定
額給付金や光整備負担金などによる増）
福祉など住民生活のための経費です。

健康増進や疾病予防、環境保全に関する経費です。（診療所修繕
工事や新型コロナウイルスワクチン接種準備などによる増）
農林業に関する経費です。

商工業や観光・温泉に関する経費です。（おきよめの湯増改築整
備工事の完了などによる減）
村道整備や住宅などに関する経費です。

村の防災・減災対策に関する経費です。（防災行政無線同報系デ
ジタル化工事の完了などによる減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（旧向方小学校体
育館本体屋根等改修工事などによる増）
道路や林業施設などの災害復旧に関する経費です。（現年災害
復旧工事委託料や地すべり災予備調査などによる増）
国などから借り入れた村債の返済金です。

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）………232万2,483円
算出に用いた人口：1,204人（令和３年１月１日現在の住民基本台帳登載人口）

（単位：万円）

性　質　別

総務費
84,847
30.3%

民生費
32,744
11.7%

土木費
24,288　8.7%

教育費
17,251
6.2%

災害復旧費
22,795　8.2%

商工費 15,007  5.4%

消防費
20,732
7.4%

農林水産業費  17,210  6.2% 衛生費  11,000  3.9%

議会費
3,529
　1.3%

その他
7　0.0%

公債費
30,217
10.8%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
78,749
28.2%

投資的
経　費
75,554
27,0%

その他
経　費
125,324
44.8%

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
き
も
、
予

定
を
い
れ
よ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、

た
ま
に
は
何
も
し
な
い
日
を
つ
く
り
、

ぼ
ー
っ
と
過
ご
す
こ
と
で
頭
の
中
が

す
っ
き
り
整
理
さ
れ
ま
す
。

◎
寝
る
前
の
習
慣
を
見
直
し
、

　
睡
眠
の
質
を
高
め
る

　
眠
る
こ
と
で
心
身
の
疲
れ
か
ら
の

回
復
を
は
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
し

っ
か
り
休
め
な
い
と
自
律
神
経
が
不

安
定
に
な
り
、
体
も
常
に
緊
張
し
た

状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
は
脳
に
刺
激
が
残
り
睡
眠
の

質
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
質
の
良
い
睡
眠
の
た
め

に
、
就
寝
２
〜
３
時
間
前
は
電
源
を

オ
フ
に
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ス
ト
レ
ッ
チ

　
寝
る
前
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸

に
合
わ
せ
、
か
ら
だ
を
ゆ
っ
く
り
伸

ば
す
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

の
副
交
感
神
経
へ
切
り
替
わ
り
、
心

身
と
も
緊
張
が
緩
み
、
心
地
よ
い
眠

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
む

　
心
身
の
不
調
が
改
善
さ
れ
な
い
場

合
は
、
早
め
に
相
談
や
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
に
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り

ま
す
。
人
は
か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
、

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
し
て
ス

ト
レ
ス
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
心
身
の
不
調
と

な
っ
て
現
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

安
や
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
感
じ
、
緊
張
が
あ

る
時
に
心
と
体
を
じ
ん
わ
り
ほ
ぐ
す
こ

と
で
不
安
や
不
調
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
回
は
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
方
法
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
制
限

の
あ
る
中
、
自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク

ス
を
取
り
入
れ
、
い
た
わ
り
な
が
ら
生

活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
呼
吸
を
整
え
る

　
緊
張
や
焦
り
、
不
安
な
気
持
ち
が
あ

る
と
き
の
呼
吸
は
浅
く
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
緊
張
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

自
分
の
呼
吸
に
意
識
を
む
け
て
、
ゆ
っ

く
り
腹
式
呼
吸
（
お
腹
を
膨
ら
ま
せ
る

よ
う
に
鼻
か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吸
い
込

ん
だ
後
、
お
腹
か
ら
押
し
出
す
よ
う
に

口
か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
だ
す
）
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
紙
に
書
き
だ
す

　
紙
に
自
分
の
気
持
ち
を
自
分
の
字
で
、

心
と
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
方

心
と
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
方

心
と
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
方

保
健
師
だ
よ
り

　
高
齢
に
な
ら
れ
る
と
、
料
理
や
入
浴
、
買

い
物
、
通
院
な
ど
、
様
々
な
問
題
と
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

自
分
や
家
族
の
体
が
元
気
な
う
ち
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
や
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ

い
て
少
し
ず
つ
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
今
回
は
、
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
き

の
相
談
や
、
介
護
保
険
の
申
請
の
流
れ
に
つ

い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
は
、
住
民
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎（
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０
２
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ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
担
当
の
職
員
が

訪
問
し
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
に
は
、
介
護
保
険

の
認
定
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
後

は
、
調
査
員
が
訪
問
し
、
生
活
に
つ
い
て
の

聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ

を
審
査
す
る
こ
と
で
「
要
介
護
度
」
が
認
定

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
よ
り
詳
し
く
聞
き
た
い
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
　
　
　
　
　
談

介
　
護
　
保
　
険

介
護
･
支
援
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り



（９）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（６）令和3年（2021年）10月28日

　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」に基づき、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、監査
委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体のすべての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経
費の大きさなどを５つの指標（健全化判断比率など）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開
示することを目的としています。

（※１）　　市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公
営企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定めて早
期の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）　　一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担
比率350％以上

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す
指標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の、世帯主の年間の総収入に対
する割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の
総収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示
す指標です。

実質赤字比率など

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の２年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

－0.4%

将 来 負 担 す べ き
債務などはありません

当村の２年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

～ 当村の財政健全化判断指標公表 ～
　
９
月
17
日
㈮
天
龍
小
学
校
４

年
生
の
４
名
が
平
岡
浄
化
槽
と

樫
淵
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
２

施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天

候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、

見
学
は
予
定

ど
お
り
行
わ

れ
、
児
童
は

そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
担
当

者
か
ら
の
説

天
龍
小
学
校
の
４
年
生
が
水
道
施
設
の
見
学
に
来
ま
し
た

み
ど
り
の
少
年
団
　
植
　
◆
　

林
　
◆
　

体
　
◆
　

験

平岡高区配水池で役場職員から
水道の説明を受ける４年生

樫淵クリーンセンターで管理業者
から下水の説明を受ける４年生

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
、
村
で
は
法
定
検
査
費
用
の

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
額
は
、
浄
化
槽
１
基

あ
た
り
５
，０
０
０
円
で
す
。

役
場
及
び
南
支
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
受
検
の

際
の
領
収
書
を
添
付
し
、
建

設
課
環
境
水
道
係
☎（
32
）

１
０
２
２
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
家
庭
で
出
た
生
ご
み
な
ど
は

「
生
ご
み
処
理
機
」
で
分
解
し

有
機
肥
料
に
変
え
る
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
村
で
は
、「
生
ご
み
処
理

機
」
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
を
焼
却
す
る
稲
葉

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
搬

入
量
の
増
加
に
よ
っ
て
処
理
の

停
滞
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
将

来
的
に
ご
み
の
受
け
入
れ
制
限

や
、
外
部
委
託
に
よ
る
経
費
増

な
ど
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
減
量
の
た
め
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
「
生
ご
み
処
理

機
」の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
環
境
水
道
係

　
☎（
32
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０
２
２

　
９
月
24
日
㈮
、
峠
山
村
有
林

に
て
植
林
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

み
ど
り
の
少
年
団
（
小
学
校
４
、

６
年
生
）
７
名
、
学
校
の
先
生

方
３
名
、
地
元
の
み
な
さ
ん
６

名
、
こ
の
ほ
か
講
師
を
３
名
お

招
き
し
て
、
ヒ
ノ
キ
苗
１
５
０

本
を
植
え
ま
し
た
。
講
師
の
方

か
ら
植
林
の
方
法
や
植
林
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞
き
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、

無
事
に
植
林
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ガ
レ
ッ
ト
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
13
日
㈪
、
坂
部
地
区
の

左
閑
辺
屋
に
て
、
信
州
伊
那
谷

ガ
レ
ッ
ト
協
議
会
南
信
州
支
部

長
の
澤
田
省
吾
さ
ん
（
天
龍
村

出
身
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

村
の
地
元
食
材
を
活
用
し
た
ガ

レ
ッ
ト
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
ガ
レ
ッ
ト
は
、
そ
ば
粉

と
シ
ー
ド
ル
を
使
っ
た
フ
ラ
ン

料理教室の様子

完成したガレット

浄
化
槽
法
定
点
検
料
を
助
成
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

広
報
天
龍
第
２
０
４
号
（
８

月
号
）
で
公
表
後
、
９
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
中
井 

健
人 

様
●
高
松 

正
人 

様

●
野
津 

太
一 

様
●
関
浦 

健
二 

様

●
矢
内 

聡
子 

様
●
松
田 

康
誉 

様

●
新
井 

康
平 

様
●
大
森 

明
美 

様

●
黒
田 

隆
行 

様
●
野
田 

順
平 

様

●
小
川 

敦
史 

様
●
小
出 

貴
志 

様

●
望
月 

拓
哉 

様
●
増
田 

謙
太
郎 

様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

●
佐
々
木 

健
治 

様
　

　
今
回
は
１
０
７
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓
口

で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ス
の
郷
土
料
理
で
す
。
一
般
的

に
は
、
生
地
の
上
に
卵
、
ベ
ー

コ
ン
、
ト
マ
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど

の
具
材
を
載
せ
ま
す
が
、
今
回

は
て
い
ざ
な
す
や
え
ご
ま
、
シ

カ
肉
、
ゆ
べ
し
な
ど
、
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
ア
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
料
理
教
室
で

は
参
加
者
自
身
で
生
地
を
焼
き
、

盛
り
付
け
ま

で
を
自
分
た

ち
で
行
い
ま

し
た
。
村
の

食
材
と
の
相

性
が
良
く
、

参
加
者
に
は

大
変
好
評
で

し
た
。

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
普
段

見
る
こ
と
が
な
い
設
備
を
真
剣

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。



（７）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（８）令和3年（2021年）10月28日

　
９
月
16
日
㈭
に
、
飯
田
建
設

事
務
所
で
令
和
３
年
度
日
本
道

路
協
会
道
路
功
労
者
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
戸
口
・
足
瀬
両

地
区
が
道
路
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
戸
口
・
足
瀬
両
地
区
は
、
令

和
２
年
７
月
に
国
道
４
１
８
号

戸
口
・
足
瀬
間
で
発
生
し
た
土

砂
崩
落
に
対
し
、
迂
回
路
と
な

る
用
地
確
保
の
た
め
不
在
地
権

者
と
の
連
絡
調
整
な
ど
に
大
き

　
福
島
地
区
と
的
瀬
地
区
を
結

ぶ
（
仮
称
）
神
原
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
延
長
７
５

９
ｍ
の
う
ち
、
10
月
18
日
現
在

で
３
７
２
ｍ
掘
り
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
１
日
お
よ
そ
４
ｍ

の
ペ
ー
ス
で
掘
削
が
進
み
、
令

区を代表して表彰を受けた関浦雅志さん
（写真手前左）と恩澤龍雄さん（写真手前右）

戸
口
・
足
瀬
地
区
、日
本
道
路
協
会
道
路
功
労
者
表
彰
受
賞

国
道
４
１
８
号（
仮
称
）神
原
ト
ン
ネ
ル
工
事
進
捗
状
況

　令和２年度に譲与された森林環境譲与税は、森林経営管理制度の意向調査事前準備（森林調査）に活用したほ
か、将来の事業に備えて森林環境譲与税基金へ積立てました。

（歳入） 森林環境譲与税 16,410千円
（歳出） 森林環境譲与税を充てている経費の合計 16,410千円

令和２年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

（単位：千円）

項　　　目

森林経営管理制度推進事業

森 林 環 境 整 備 基 金

合　　　計

令和2年度決算額

1,701

14,709

16,410

決算額のうち、森林環境譲与税

1,701

14,709

16,410

　
９
月
26
日
㈰
に
、
令
和
３
年

度
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ

禍
の
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た

が
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ

た
昨
年
度
と
異
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
や
理
解

が
進
ん
で
き
た
中
で
の
対
応
を

想
定
し
た
避
難
所
運
営
を
重
点

に
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
24
箇
所

の
避
難
所
を
開
設
し
、
大
勢
の

み
な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

和
４
年
度
を
目
途
に
開
通
す
る

予
定
で
す
。

　
引
き
続
き
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
は
工
事
車
両
の
通
行
や
発

破
作
業
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仮称神原トンネル的瀬側坑口

工事状況の説明を受ける永嶺村長

トンネル内の状況

◎人件費の状況（令和2年度一般会計の決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

（注）長野県、国と比較するため令和 2年 4月 1日の内容です
（令和 2年度地方公務員給与実態調査より）

◎一般行政職の級別職員数等の状況 （令和3年4月1日現在）（令和3年度地方公務員給与実態調査より）

◎職員手当の状況 （令和2年度支給割合）
天龍村（県・国と同じ）

６月期

12月期

計

期末月分

1.3

1.25

2.55

自己都合

19.669500

28.039500

39.757500

47.709000

勧奨･定年

24.586875

33.270750

47.709000

47.709000

その他加算措置：定年前早期退職
特例措置（２％～ 20％加算）

◎特別職の報酬などの状況（令和2年度支給割合）

給与、報酬月額（円） 期末手当（月分）

６月期
12月期
計
６月期
12月期
計

◎職員の勤務時間その他勤務条件
職員の勤務時間と休日

◎年次有給休暇の状況（一般職）（令和2年1月1日～令和2年12月31日）

休暇の種別
年次有給休暇（有給）

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

◎休暇など

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、社会福祉協議会派遣職員を除く。

勤勉月分

0.95

0.95

1.9

◎定員の状況［部門別職員数］（各年４月１日現在）
区分 職員数（人）

部門

一　般

特　別

公　営

令和2年
1
13
1
6
2
3
9
1
36
5
5
1
1
6
8
49
2

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

令和3年
1
13
1
7
2
3
8
1
36
4
4
1
1
5
7
47
2

前年比
0
0
0
1
0
0

△1
0
0

△1
△1
0
0

△1
△1
△2
0

合　　　計
上記のうち派遣職員数

（地方公共団体定員管理調査より）

住民基本台帳
人口（年度末）

人
1,192

歳出額
Ａ
千円

2,796,271

人件費
Ｂ
千円
412,940

人件費率
B/A
％
14.8

区　分
天龍村
長野県
国

平均年齢
40.0
45.3
43.2

平均給料月額
272,200
335,200
327,564

平均給与月額
293,700 
401,899 
－

◎職員の初任給の状況
区　分
一　般
行政職

学　歴
大学卒
高校卒

天龍村（県・国と同じ）
182,200 円
150,600 円

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１　級
主事補
主　事
11人
28.2%

２　級

主　任

5人
12.8%

３　級
主　査
係　長
12人
30.8%

４　級

課長補佐

3人
7.7%

５　級

課　長

6人
15.4%

６　級

2人
5.1%

計

39人
100%

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

◎長野県市町村職員互助会
（令和2年度支出の状況）
会員数53人

区　分
職員掛金（個人負担分）
負　担　金（公費負担金）

支 出 金
515 千円
423 千円

説　　明
年20日間、繰り越しは最大で20日間
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関
の事故など特別な理由で勤務しないこ
とが相当と認められる期間

父母、子、配偶者の父母などが負傷、
病気のときや老齢で日常生活に支障が
ある人を介護するとき、連続する6月の
期間内において必要と認められる期間

負傷または病気で、勤務しないことが認
められる期間

職員団体の業務に従事するため、勤務し
ないことが相当であると認められる期間

総付与
日　数
1,668

総使用
日　数
427

全期間対象
職　員　数

48

１人当たり
平均使用日数

8.9

１週間の
勤務時間

38時間45分

始業

8：30

終業

17：15

休憩時間
12：00 ～
　13：00

週休日

土・日曜日

勤務時間の割り振り

区　分

期　末　・
勤勉手当

退職手当

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度

1.7
1.65
3.35
1.7
1.65
3.35

231,000
159,000
140,000

600,000
520,000
460,000

村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

◎職員給与費の状況（令和 3年度一般会計の当初予算）

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．職員数、給与費は当初予算の数値です。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

職員数

43
給　料
143,127

職員手当
96,525

計
239,652

一人当たり
（千円）
5,573

給与費（千円）

　
検
温
、
手
指
消
毒
を
行
い
、

避
難
者
の
名
簿
を
作
成
す
る

な
ど
、
感
染
症
に
対
応
し
た

避
難
者
の
受
け
入
れ
や
水
際

対
策
の
行
動
の
確
認
、
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
生
活
物

資
の
組
立
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

扱
訓
練
、
改
定
さ
れ
た
避
難

情
報
の
周
知
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
日
頃

の
備
え
が
非
常
に
重
要
で
す
。

今
回
の
訓
練
を
き
っ
か
け
に

各
家
庭
、
地
域
で
よ
り
一
層

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

小学校体育館で訓練に参加する住民

消防団から説明を受ける住民（折立集会所）

防
災
意
識
を
高
め
る 

〜
地
震
総
合
防
災
訓
練
〜



（７）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（８）令和3年（2021年）10月28日

　
９
月
16
日
㈭
に
、
飯
田
建
設

事
務
所
で
令
和
３
年
度
日
本
道

路
協
会
道
路
功
労
者
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
戸
口
・
足
瀬
両

地
区
が
道
路
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
戸
口
・
足
瀬
両
地
区
は
、
令

和
２
年
７
月
に
国
道
４
１
８
号

戸
口
・
足
瀬
間
で
発
生
し
た
土

砂
崩
落
に
対
し
、
迂
回
路
と
な

る
用
地
確
保
の
た
め
不
在
地
権

者
と
の
連
絡
調
整
な
ど
に
大
き

　
福
島
地
区
と
的
瀬
地
区
を
結

ぶ
（
仮
称
）
神
原
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
延
長
７
５

９
ｍ
の
う
ち
、
10
月
18
日
現
在

で
３
７
２
ｍ
掘
り
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
１
日
お
よ
そ
４
ｍ

の
ペ
ー
ス
で
掘
削
が
進
み
、
令

区を代表して表彰を受けた関浦雅志さん
（写真手前左）と恩澤龍雄さん（写真手前右）

戸
口
・
足
瀬
地
区
、日
本
道
路
協
会
道
路
功
労
者
表
彰
受
賞

国
道
４
１
８
号（
仮
称
）神
原
ト
ン
ネ
ル
工
事
進
捗
状
況

　令和２年度に譲与された森林環境譲与税は、森林経営管理制度の意向調査事前準備（森林調査）に活用したほ
か、将来の事業に備えて森林環境譲与税基金へ積立てました。

（歳入） 森林環境譲与税 16,410千円
（歳出） 森林環境譲与税を充てている経費の合計 16,410千円

令和２年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

（単位：千円）

項　　　目

森林経営管理制度推進事業

森 林 環 境 整 備 基 金

合　　　計

令和2年度決算額

1,701

14,709

16,410

決算額のうち、森林環境譲与税

1,701

14,709

16,410

　
９
月
26
日
㈰
に
、
令
和
３
年

度
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ

禍
の
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た

が
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ

た
昨
年
度
と
異
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
や
理
解

が
進
ん
で
き
た
中
で
の
対
応
を

想
定
し
た
避
難
所
運
営
を
重
点

に
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
24
箇
所

の
避
難
所
を
開
設
し
、
大
勢
の

み
な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

和
４
年
度
を
目
途
に
開
通
す
る

予
定
で
す
。

　
引
き
続
き
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
は
工
事
車
両
の
通
行
や
発

破
作
業
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仮称神原トンネル的瀬側坑口

工事状況の説明を受ける永嶺村長

トンネル内の状況

◎人件費の状況（令和2年度一般会計の決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

（注）長野県、国と比較するため令和 2年 4月 1日の内容です
（令和 2年度地方公務員給与実態調査より）

◎一般行政職の級別職員数等の状況 （令和3年4月1日現在）（令和3年度地方公務員給与実態調査より）

◎職員手当の状況 （令和2年度支給割合）
天龍村（県・国と同じ）

６月期

12月期

計

期末月分

1.3

1.25

2.55

自己都合

19.669500

28.039500

39.757500

47.709000

勧奨･定年

24.586875

33.270750

47.709000

47.709000

その他加算措置：定年前早期退職
特例措置（２％～ 20％加算）

◎特別職の報酬などの状況（令和2年度支給割合）

給与、報酬月額（円） 期末手当（月分）

６月期
12月期
計

６月期
12月期
計

◎職員の勤務時間その他勤務条件
職員の勤務時間と休日

◎年次有給休暇の状況（一般職）（令和2年1月1日～令和2年12月31日）

休暇の種別
年次有給休暇（有給）

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

◎休暇など

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、社会福祉協議会派遣職員を除く。

勤勉月分

0.95

0.95

1.9

◎定員の状況［部門別職員数］（各年４月１日現在）
区分 職員数（人）

部門

一　般

特　別

公　営

令和2年
1
13
1
6
2
3
9
1
36
5
5
1
1
6
8
49
2

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

令和3年
1
13
1
7
2
3
8
1
36
4
4
1
1
5
7
47
2

前年比
0
0
0
1
0
0

△1
0
0

△1
△1
0
0

△1
△1
△2
0

合　　　計
上記のうち派遣職員数

（地方公共団体定員管理調査より）

住民基本台帳
人口（年度末）

人
1,192

歳出額
Ａ
千円

2,796,271

人件費
Ｂ
千円
412,940

人件費率
B/A
％
14.8

区　分
天龍村
長野県
国

平均年齢
40.0
45.3
43.2

平均給料月額
272,200
335,200
327,564

平均給与月額
293,700 
401,899 
－

◎職員の初任給の状況
区　分
一　般
行政職

学　歴
大学卒
高校卒

天龍村（県・国と同じ）
182,200 円
150,600 円

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１　級
主事補
主　事
11人
28.2%

２　級

主　任

5人
12.8%

３　級
主　査
係　長
12人
30.8%

４　級

課長補佐

3人
7.7%

５　級

課　長

6人
15.4%

６　級

2人
5.1%

計

39人
100%

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

◎長野県市町村職員互助会
（令和2年度支出の状況）
会員数53人

区　分
職員掛金（個人負担分）
負　担　金（公費負担金）

支 出 金
515 千円
423 千円

説　　明
年20日間、繰り越しは最大で20日間
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関
の事故など特別な理由で勤務しないこ
とが相当と認められる期間

父母、子、配偶者の父母などが負傷、
病気のときや老齢で日常生活に支障が
ある人を介護するとき、連続する6月の
期間内において必要と認められる期間

負傷または病気で、勤務しないことが認
められる期間

職員団体の業務に従事するため、勤務し
ないことが相当であると認められる期間

総付与
日　数
1,668

総使用
日　数
427

全期間対象
職　員　数

48

１人当たり
平均使用日数

8.9

１週間の
勤務時間

38時間45分

始業

8：30

終業

17：15

休憩時間
12：00 ～
　13：00

週休日

土・日曜日

勤務時間の割り振り

区　分

期　末　・
勤勉手当

退職手当

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度

1.7
1.65
3.35
1.7
1.65
3.35

231,000
159,000
140,000

600,000
520,000
460,000

村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

◎職員給与費の状況（令和 3年度一般会計の当初予算）

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．職員数、給与費は当初予算の数値です。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

職員数

43
給　料
143,127

職員手当
96,525

計
239,652

一人当たり
（千円）
5,573

給与費（千円）

　
検
温
、
手
指
消
毒
を
行
い
、

避
難
者
の
名
簿
を
作
成
す
る

な
ど
、
感
染
症
に
対
応
し
た

避
難
者
の
受
け
入
れ
や
水
際

対
策
の
行
動
の
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認
、
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
生
活
物

資
の
組
立
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

扱
訓
練
、
改
定
さ
れ
た
避
難

情
報
の
周
知
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
日
頃

の
備
え
が
非
常
に
重
要
で
す
。

今
回
の
訓
練
を
き
っ
か
け
に

各
家
庭
、
地
域
で
よ
り
一
層

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

小学校体育館で訓練に参加する住民

消防団から説明を受ける住民（折立集会所）

防
災
意
識
を
高
め
る 

〜
地
震
総
合
防
災
訓
練
〜



（９）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（６）令和3年（2021年）10月28日

　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」に基づき、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、監査
委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体のすべての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経
費の大きさなどを５つの指標（健全化判断比率など）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開
示することを目的としています。

（※１）　　市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公
営企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定めて早
期の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）　　一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担
比率350％以上

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す
指標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の、世帯主の年間の総収入に対
する割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の
総収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示
す指標です。

実質赤字比率など

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の２年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

－0.4%

将 来 負 担 す べ き
債務などはありません

当村の２年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

～ 当村の財政健全化判断指標公表 ～
　
９
月
17
日
㈮
天
龍
小
学
校
４

年
生
の
４
名
が
平
岡
浄
化
槽
と

樫
淵
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
２

施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天

候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、

見
学
は
予
定

ど
お
り
行
わ

れ
、
児
童
は

そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
担
当

者
か
ら
の
説

天
龍
小
学
校
の
４
年
生
が
水
道
施
設
の
見
学
に
来
ま
し
た

み
ど
り
の
少
年
団
　
植
　
◆
　

林
　
◆
　

体
　
◆
　

験

平岡高区配水池で役場職員から
水道の説明を受ける４年生

樫淵クリーンセンターで管理業者
から下水の説明を受ける４年生

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
、
村
で
は
法
定
検
査
費
用
の

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
額
は
、
浄
化
槽
１
基

あ
た
り
５
，０
０
０
円
で
す
。

役
場
及
び
南
支
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
受
検
の

際
の
領
収
書
を
添
付
し
、
建

設
課
環
境
水
道
係
☎（
32
）

１
０
２
２
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
家
庭
で
出
た
生
ご
み
な
ど
は

「
生
ご
み
処
理
機
」
で
分
解
し

有
機
肥
料
に
変
え
る
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
村
で
は
、「
生
ご
み
処
理

機
」
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
を
焼
却
す
る
稲
葉

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
搬

入
量
の
増
加
に
よ
っ
て
処
理
の

停
滞
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
将

来
的
に
ご
み
の
受
け
入
れ
制
限

や
、
外
部
委
託
に
よ
る
経
費
増

な
ど
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
減
量
の
た
め
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
「
生
ご
み
処
理

機
」の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
環
境
水
道
係

　
☎（
32
）１
０
２
２

　
９
月
24
日
㈮
、
峠
山
村
有
林

に
て
植
林
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

み
ど
り
の
少
年
団
（
小
学
校
４
、

６
年
生
）
７
名
、
学
校
の
先
生

方
３
名
、
地
元
の
み
な
さ
ん
６

名
、
こ
の
ほ
か
講
師
を
３
名
お

招
き
し
て
、
ヒ
ノ
キ
苗
１
５
０

本
を
植
え
ま
し
た
。
講
師
の
方

か
ら
植
林
の
方
法
や
植
林
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞
き
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、

無
事
に
植
林
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ガ
レ
ッ
ト
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
13
日
㈪
、
坂
部
地
区
の

左
閑
辺
屋
に
て
、
信
州
伊
那
谷

ガ
レ
ッ
ト
協
議
会
南
信
州
支
部

長
の
澤
田
省
吾
さ
ん
（
天
龍
村

出
身
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

村
の
地
元
食
材
を
活
用
し
た
ガ

レ
ッ
ト
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
ガ
レ
ッ
ト
は
、
そ
ば
粉

と
シ
ー
ド
ル
を
使
っ
た
フ
ラ
ン

料理教室の様子

完成したガレット

浄
化
槽
法
定
点
検
料
を
助
成
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

広
報
天
龍
第
２
０
４
号
（
８

月
号
）
で
公
表
後
、
９
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
中
井 

健
人 

様
●
高
松 
正
人 

様

●
野
津 

太
一 

様
●
関
浦 
健
二 
様

●
矢
内 

聡
子 

様
●
松
田 

康
誉 
様

●
新
井 

康
平 

様
●
大
森 

明
美 

様

●
黒
田 

隆
行 

様
●
野
田 

順
平 

様

●
小
川 

敦
史 

様
●
小
出 

貴
志 

様

●
望
月 

拓
哉 

様
●
増
田 

謙
太
郎 

様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

●
佐
々
木 

健
治 

様
　

　
今
回
は
１
０
７
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓
口

で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ス
の
郷
土
料
理
で
す
。
一
般
的

に
は
、
生
地
の
上
に
卵
、
ベ
ー

コ
ン
、
ト
マ
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど

の
具
材
を
載
せ
ま
す
が
、
今
回

は
て
い
ざ
な
す
や
え
ご
ま
、
シ

カ
肉
、
ゆ
べ
し
な
ど
、
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
ア
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
料
理
教
室
で

は
参
加
者
自
身
で
生
地
を
焼
き
、

盛
り
付
け
ま

で
を
自
分
た

ち
で
行
い
ま

し
た
。
村
の

食
材
と
の
相

性
が
良
く
、

参
加
者
に
は

大
変
好
評
で

し
た
。

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
普
段

見
る
こ
と
が
な
い
設
備
を
真
剣

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。



感
じ
る
ま
ま
に
書
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

書
く
こ
と
で
外
に
吐
き
出
し
、
頭
や
心

が
す
っ
き
り
し
、
ま
た
客
観
的
に
見
る

こ
と
が
で
き
、
解
決
策
が
見
え
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
ド
リ
ン
ク
は

　
ア
イ
ス
よ
り
ホ
ッ
ト

　
気
温
が
高
い
と
き
は
、
冷
た
い
飲
み

物
が
よ
い
で
す
が
、
心
と
体
の
緊
張
を

ほ
ぐ
す
た
め
に
は
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
が

有
効
で
す
。

◎
間
食
に
は
ナ
ッ
ツ
類
や
　

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
お
す
す
め

　
ナ
ッ
ツ
類
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
B
6
は
副

交
感
神
経
の
働
き
を
高
め
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
を
高
め
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

に
含
ま
れ
る
カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

は
、
不
安
や
緊
張
を
緩
和
し
て
く
れ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
は
カ
ロ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
香
　
り

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
は
柑
橘

系
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
と
き
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
の
香
り
が
よ
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り

も
よ
い
で
す
。

◎
何
も
し
な
い
日
を
つ
く
る

（５）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（10）令和3年（2021年）10月28日

前年差

8,809万円

△7,787万円

1億7,458万円

△2億4,440万円

678万円

前年差

3億8,128万円

605万円

4,079万円

△211万円

△1億1,768万円

△1,971万円

△1億8,579万円

3,396万円

1億5,064万円

△367万円

決算額

4億1,294万円

3億2,043万円

4億11万円

5億2,759万円

1億5,497万円

決算額

8億4,847万円

3億2,744万円

1億1,000万円

1億7,210万円

1億5,007万円

2億4,288万円

2億732万円

1億7,251万円

2億2,795万円

3億217万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費など

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧事業費

公債費

前年比

27.1

△19.6

77.4

△31.7

4.6

前年比

81.6

1.9

58.9

△1.2

△44.0

△7.5

△47.3

24.5

194.9

△1.2

維持補修費
3,056　1.1%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

27億9,627万円

人件費
41,294
14.8%

公債費
30,217
10.8%物件費

32,043
11.5%

扶助費
7,238
2.6%

補助費など
40,011 
14.3%

繰出金
15,497　5.5%

積立金
34,717
12.4%

災害復旧費  22,795  8.2%

普通建設事業費
52,759　18.9%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です。（会計
年度任用職員制度の開始や職員新規採用などによる増）
消耗品や燃料代などの需要費、電話や郵便代などの役務費、備品購
入費、各種委託料です。（会計年度任用職員制度の開始などによる減）
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体や個人に対する負担金・補助金
・交付金です。（特別定額給付金や地元店舗応援券発行事業などによる増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金
です。（おきよめの湯増改築整備工事の完了などによる減）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支
出されるものです。

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です。（特別定
額給付金や光整備負担金などによる増）
福祉など住民生活のための経費です。

健康増進や疾病予防、環境保全に関する経費です。（診療所修繕
工事や新型コロナウイルスワクチン接種準備などによる増）
農林業に関する経費です。

商工業や観光・温泉に関する経費です。（おきよめの湯増改築整
備工事の完了などによる減）
村道整備や住宅などに関する経費です。

村の防災・減災対策に関する経費です。（防災行政無線同報系デ
ジタル化工事の完了などによる減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（旧向方小学校体
育館本体屋根等改修工事などによる増）
道路や林業施設などの災害復旧に関する経費です。（現年災害
復旧工事委託料や地すべり災予備調査などによる増）
国などから借り入れた村債の返済金です。

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）………232万2,483円
算出に用いた人口：1,204人（令和３年１月１日現在の住民基本台帳登載人口）

（単位：万円）

性　質　別

総務費
84,847
30.3%

民生費
32,744
11.7%

土木費
24,288　8.7%

教育費
17,251
6.2%

災害復旧費
22,795　8.2%

商工費 15,007  5.4%

消防費
20,732
7.4%

農林水産業費  17,210  6.2% 衛生費  11,000  3.9%

議会費
3,529
　1.3%

その他
7　0.0%

公債費
30,217
10.8%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
78,749
28.2%

投資的
経　費
75,554
27,0%

その他
経　費
125,324
44.8%

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
き
も
、
予

定
を
い
れ
よ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、

た
ま
に
は
何
も
し
な
い
日
を
つ
く
り
、

ぼ
ー
っ
と
過
ご
す
こ
と
で
頭
の
中
が

す
っ
き
り
整
理
さ
れ
ま
す
。

◎
寝
る
前
の
習
慣
を
見
直
し
、

　
睡
眠
の
質
を
高
め
る

　
眠
る
こ
と
で
心
身
の
疲
れ
か
ら
の

回
復
を
は
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
し

っ
か
り
休
め
な
い
と
自
律
神
経
が
不

安
定
に
な
り
、
体
も
常
に
緊
張
し
た

状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
は
脳
に
刺
激
が
残
り
睡
眠
の

質
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
質
の
良
い
睡
眠
の
た
め

に
、
就
寝
２
〜
３
時
間
前
は
電
源
を

オ
フ
に
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ス
ト
レ
ッ
チ

　
寝
る
前
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸

に
合
わ
せ
、
か
ら
だ
を
ゆ
っ
く
り
伸

ば
す
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

の
副
交
感
神
経
へ
切
り
替
わ
り
、
心

身
と
も
緊
張
が
緩
み
、
心
地
よ
い
眠

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
む

　
心
身
の
不
調
が
改
善
さ
れ
な
い
場

合
は
、
早
め
に
相
談
や
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
に
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り

ま
す
。
人
は
か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
、

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
し
て
ス

ト
レ
ス
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
心
身
の
不
調
と

な
っ
て
現
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

安
や
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
感
じ
、
緊
張
が
あ

る
時
に
心
と
体
を
じ
ん
わ
り
ほ
ぐ
す
こ

と
で
不
安
や
不
調
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
回
は
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
方
法
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
制
限

の
あ
る
中
、
自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク

ス
を
取
り
入
れ
、
い
た
わ
り
な
が
ら
生

活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
呼
吸
を
整
え
る

　
緊
張
や
焦
り
、
不
安
な
気
持
ち
が
あ

る
と
き
の
呼
吸
は
浅
く
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
緊
張
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

自
分
の
呼
吸
に
意
識
を
む
け
て
、
ゆ
っ

く
り
腹
式
呼
吸
（
お
腹
を
膨
ら
ま
せ
る

よ
う
に
鼻
か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吸
い
込

ん
だ
後
、
お
腹
か
ら
押
し
出
す
よ
う
に

口
か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
だ
す
）
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
紙
に
書
き
だ
す

　
紙
に
自
分
の
気
持
ち
を
自
分
の
字
で
、

心
と
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
方

心
と
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
方

心
と
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
方

保
健
師
だ
よ
り

　
高
齢
に
な
ら
れ
る
と
、
料
理
や
入
浴
、
買

い
物
、
通
院
な
ど
、
様
々
な
問
題
と
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

自
分
や
家
族
の
体
が
元
気
な
う
ち
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
や
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ

い
て
少
し
ず
つ
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
今
回
は
、
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
き

の
相
談
や
、
介
護
保
険
の
申
請
の
流
れ
に
つ

い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
は
、
住
民
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎（
32
）１
０
２
１

　
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
担
当
の
職
員
が

訪
問
し
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
に
は
、
介
護
保
険

の
認
定
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
後

は
、
調
査
員
が
訪
問
し
、
生
活
に
つ
い
て
の

聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ

を
審
査
す
る
こ
と
で
「
要
介
護
度
」
が
認
定

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
よ
り
詳
し
く
聞
き
た
い
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
　
　
　
　
　
談

介
　
護
　
保
　
険

介
護
･
支
援
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り



年金生活者支援給付金制度について

（11）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（４）令和3年（2021年）10月28日

■自主財源　17.4％
　5億1,091万円
■依存財源　82.6％
　24億1,699万円

（単位：万円）

歳　出

1億2,726万円

7,335万円

4,947万円

2億9,167万円

3,017万円

歳　入

1億3,067万円

7,446万円

5,011万円

2億9,292万円

3,095万円

27億9,627万円
一般会計歳出総額は前年度比11.3％増

令和
２年度
決算

・防災行政無線同報系デジタル化工事 1億4,196万円
・特別定額給付金 1億2,250万円
・災害復旧工事委託料（村道など） 6,976万円
・旧向方小学校体育館本体屋根等改修工事 3,575万円
・村道梨畑線拡幅改良工事 3,456万円
・地すべり災調査委託料 3,045万円
・光整備負担金 3,000万円
・林道虫川新野峠線舗装工事 2,750万円
・地元店舗応援券発行事業 1,167万円
・診療所修繕工事 1,083万円
・新型コロナウイルス事業持続化給付金 825万円
・総合計画策定業務等委託料 464万円
・公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業 387万円

令和2年度 主 要 事 業

特　別　会　計

歳　　入

村　債
43,032
14.7% 地方交付税

135,026
46.1%

村 税
21,780
7.4% 

繰入金
6,225
2.1%

その他
7,853　2.7% 使用料及び

手数料
3,160　1.1%
諸収入
3,212　1.1%

その他
16,713
5.7%

国･県支出金
55,788
19.1%

29億2,790万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

　令和２年度の一般会計及び特別会計の決算が第４回定例議会において審議され、次のとおり認定され
ました。一般会計では、歳入総額29億2,790万円、歳出総額27億9,627万円、差引収支1億3,163
万円となり、歳出は前年度比11.3%、2億8,315万円の増となりました。（四捨五入により、グラフや表
内の数値の合計が一致しない場合があります）

　村税（2億1,780万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前
年度に比べ1.1%、227万円の増となりました｡

　地方交付税（13億5,026万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受け
られるように、国に納められた税金を再配分して交
付されます。前年度に比べ17.4%、2億61万円の
増となりました。
　天龍村の収入でもっとも大きな比重を占めていま
す。

　国・県支出金（5億5,788万円）
　国や県が交付する補助金や負担金などです｡前年度
に比べ152.8%､3億3,721万円の増となりました｡

　繰入金（6,225万円）
①減債基金から5,050万円（村債の繰上償還）
②ふるさと寄附金基金から634万円（貸与型奨学金
「龍蛇山澤基金」の資金及びICTタブレット使用料
などへ充当）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（4億3,032万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比
べ37.1%、2億5,337万円の減となりました。

　日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なるご協力をいただきありがとうございました。みなさ
んのご協力により、村目標額「172,000円」を大きく上回る「356,000円」という結果となり、長野
県支部に送金しました。
　社資は災害救護活動、救急法などの講習会、地域での奉仕団活動の資金として活用されます。
　全国各地で災害が相次ぐなか、今後も活動資金へのご理解とご協力をお願いします。

令和３年度日赤社資の収納報告

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。
対象となる方

●老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓ 65歳以上である
✓ 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
✓ 年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以 下である
請求手続き

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給して
　いる方
以下の要件を満たしている必要があります
✓ 前年の所得額が約472万円以下である

✓ 日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞
きしたり、手数料などの金銭を求めたりすることはありません。

▷ 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方

②年金を受給しはじめる方

　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から10月中旬頃から、請求可能な旨のお知らせを送付
します。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。

年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

『ねんきんダイヤル』：0570－05－4092（ナビダイヤル） 検索年金給付金

請求手続きは
お早めに!

◆
対
象
者

・
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日

に
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機

能
に
日
常
生
活
動
作
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方

◆
助
成
対
象
期
間

令
和
４
年
１
月
15
日
㈯
ま
で

◆
医
療
機
関

飯
田
下
伊
那
地
区
の
希
望
す

る
医
療
機
関

◆
助
成
金
額

総
額
４
，８
３
０
円
　（
助
成

額
：
２
，８
３
０
円
　
個
人
負

担
：
２
，０
０
０
円
）

◆
助
成
の
流
れ

①
予
診
票
は
役
場
・
南
支
所
、

天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
、
新
野
診
療
所
、
山
崎
医

院
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ

予
防
接
種
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

③
予
診
票
の
全
て
の
項
目
に
ご

記
入
の
上
、
医
療
機
関
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

④
接
種
後
、
医
療
機
関
窓
口
で

２
，０
０
０
円
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日

に
64
歳
以
下
の
方

◆
助
成
対
象
期
間

令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

◆
医
療
機
関

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

◆
助
成
金
額

・
中
学
生
以
下
…
全
額
（
２
回

ま
で
）

・
中
学
校
卒
業
以
上
64
歳
以
下

…
１
，０
０
０
円
分
の
天
龍

村
商
品
券

◆
助
成
の
流
れ

①
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に

予
防
接
種
の
予
約
を
し
、
接

種
す
る
。

②
役
場
・
南
支
所
窓
口
に
「
領

収
書
」
「
接
種
済
証
」
「
印

鑑
」
「
振
込
先
の
通
帳
（
※

対
象
者
が
中
学
生
以
下
の
場

合
）
」
を
持
参
し
、
申
請
手

続
き
を
行
う
。

③
後
日
、
振
込
な
ど
を
行
い
ま

す
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
任
意
（
希
望
さ
れ
た
方
）
の
接

種
と
な
り
ま
す
。
接
種
の
効
果
や
副
反
応
発
症
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
納
得
さ
れ
た
う
え
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
…
住
民
課
健
康
支
援
係
☎（
32
）１
０
２
１

64
歳
以
下
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

65
歳
以
上
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業



（３）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（12）令和3年（2021年）10月28日

「2021昇龍まつり」の開催について実行委員会で協議した結果、新型コロナウイルス感染症の変
異株が猛威を振るっていることから、村民のみなさんの安全を最優先に考え、１年延期することに
決定しました。
実行委員会としても苦渋の決断でありましたが、来年度には新型コロナウイルス感染症が終息し、
全村民が心の底から楽しめる状況下で、盛大に開催したいと考えていますので、引き続きご支援を
お願いします。

「2021昇龍まつり」の開催延期について

　
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業

況
が
悪
化
し
た
村
内
事
業
者

（
原
則
、
天
龍
村
商
工
会
商
業

部
に
所
属
）
に
対
し
、
事
業
の

継
続
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
事
業
者
は
、
11
月
16
日
㈫
ま

で
に
必
要
書
類
を
役
場
地
域
振

興
課
商
工
観
光
係
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

①
　
村
内
事
業
者
で
、
今
後
も

引
き
続
き
１
年
以
上
営
業
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

②
　
令
和
３
年
７
月
の
売
上
額

が
令
和
元
年
７
月
の
売
上
額

を
下
回
る
こ
と
、
も
し
く
は

令
和
３
年
８
月
の
売
上
額
が

令
和
元
年
８
月
の
売
上
額
を

下
回
る
こ
と
。

③
　
天
龍
村
暴
力
団
排
除
条
例

（
平
成
23
年
天
龍
村
条
例
第

24
号
）
に
規
定
す
る
暴
力
団

若
し
く
は
暴
力
団
員
又
は
暴

力
団
と
密
接
な
関
係
を
有
す

る
者
で
な
い
こ
と
。

④
　
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

①
　
令
和
元
年
７
月
の
売
上
額

か
ら
令
和
３
年
７
月
の
売
上

額
を
差
し
引
い
て
得
た
正
数

に
１
／
２
を
乗
じ
た
額
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
支
給
額

に
1
，0
0
0
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
る
。

②
　
令
和
元
年
８
月
の
売
上
額

か
ら
令
和
３
年
８
月
の
売
上

額
を
差
し
引
い
て
得
た
正
数

に
１
／
２
を
乗
じ
た
額
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
支
給
額

に
1
，0
0
0
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
る
。

③
　
①
、②
を
合
算
し
た
額
が

20
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

20
万
円
と
す
る
。

支
給
対
象
者

支

　給

　額

事
業
持
続
化
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

第４弾

　村では、新型コロナウイルス感染症の影響による支出低迷
に対し、消費喚起と地元店舗の事業継続及び売上拡大を図る
とともに、収入減による生活支援を目的とした「第３弾地元
店舗応援券発行事業」を実施しますので、期限内に取扱店舗
にてご利用いただきますようお願いします。

配布対象者
・令和３年10月１日現在で、天龍村に住所を有する全村民
・令和３年10月２日から同年12月31日までに天龍村に転入届
を提出した者

支　給　額
・村民一人当たり2,500円

有 効 期 間
・令和３年11月１日から令和４年１月31日

取 扱 店 舗
・10月25日付で郵送しました取扱店一覧表をご参照ください

「第３弾地元店舗応援券」の配布について

　
こ
の
た
び
、
議
会
の
同
意
を

い
た
だ
き
、
10
月
１
日
付
で
副

村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
永
嶺
村
長
を
先
頭
に
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
和
を
大
切

に
お
互
い
の
不
足
し
て
い
る
部

分
を
補
い
協
力
し
、
よ
り
大
き

な
こ
と
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ

う
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
天
龍
村
を
取
り
巻
く
状
況
は

難
し
い
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、

政
策
目
標
で
あ
る
第
６
次
総
合

計
画
に
基
づ
き
、「
全
て
の
村

民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
村
づ
く
り
、
将
来
に
わ
た
り

夢
が
抱
け
る
村
づ
く
り
」
そ
の

実
現
の
た
め
に
補
佐
役
と
し
て

の
職
務
に
専
念
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
村
民
の
み

な
さ
ん
を
は
じ
め
議
会
や
関
係

団
体
な
ど
の
み
な
さ
ん
と
連
携

を
図
る
た
め
、
更
な
る
ご
指
導

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

　
こ
の
度
、
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
村
澤
資
憲
で
す
。

45
年
ぶ
り
に
天
龍
村
へ
帰
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
我
が
家
の
本
棚
に
、
私
の
小

学
生
中
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
ム

が
あ
り
ま
す
。
亡
き
母
が
参
観

日
や
学
校
行
事
の
時
に
撮
影
し

て
く
れ
た
写
真
を
整
理
し
た
も

の
で
す
。
小
学
校
高
学
年
の
ペ

ー
ジ
に
は
、
プ
ー
ル
開
き
で
平

泳
ぎ
２
０
０
ｍ
の
金
メ
ダ
リ
ス

ト
兵
藤
（
旧
姓
　
前
畑
）
秀
子

さ
ん
が
来
校
し
、
見
事
な
泳
ぎ

を
披
露
し
て
く
れ
た
時
の
写
真

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

２
年
生
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
第
１

回
文
化
祭
の
写
真
も
あ
り
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
を
見
て
い
て
、
当
時

の
光
景
が
蘇
る
と
と
も
に
、
歴

史
的
な
一
時
を
経
験
し
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、天
龍
村
の
学
校
教
育
・

社
会
教
育
生
涯
学
習
の
状
況
は
、

そ
の
環
境
を
は
じ
め
と
し
て
、

歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
児
童
生
徒
・
村
民
の
み

な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
村
澤
教
育
長
は
、
昭
和
33
年

生
ま
れ
の
63
歳
で
、
千
葉
大
学

教
育
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
56

年
に
松
本
市
立
菅
野
中
学
校
に

赴
任
し
て
以
降
、
県
内
８
校
で

勤
務
さ
れ
、
平
成
30
年
３
月
に

飯
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
長
を

定
年
退
職
し
た
後
に
下
伊
那
教

育
会
事
務
局
長
を
経
て
、
教
育

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
竹
田
副
村
長
は
、
平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
今
年
９
月
30
日

ま
で
教
育
長
を
２
期
６
年
間
務

め
任
期
満
了
後
、
副
村
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　
金
田
明
文
教
育
委
員

（
中
央
区
）
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
宮
澤
く
る
み
氏

（
中
央
区
）
を
新
た
に
任

命
す
る
こ
と
が
、
９
月
議

会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
10
月

26
日
か
ら
令
和
７
年
10
月

25
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

竹
田
順
次
副
村
長

竹
田
順
次
副
村
長

た
け
だ
じ
ゅ
ん
じ

た
け
だ
じ
ゅ
ん
じ

就
任
に
あ
た
り

村
澤
資
憲
教
育
長

村
澤
資
憲
教
育
長

就
任
に
あ
た
り

教
育
委
員
に

 

宮
澤
く
る
み
氏

司法書士による空き家問題に関する
無料電話相談会

日　　　　時　令和3年12月11日㈯
　　　　　　　10：00～16：00
専用電話番号　☎0120-448-788
　　　　　　　（当日のみの専用（臨時）

の番号です　　　　 ）

＊相談は無料、秘密は厳守します。

一緒に考えてみませんか？
空き家のこと、相続のこと

司法書士による
「空き家問題110番」

令和3年度　９月定例議会補正予算
補正前の額

22億4,383万円

8,113万円

5,629万円

2億1,471万円

6,426万円

計

25億2,121万円

8,162万円

5,571万円

2億6,323万円

7,018万円

補正額

2億7,738万円

49万円

△58万円

4,852万円

592万円

会    計    名

一　　　　　　　般（第４号）

村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第２号）

村　　営　　下　　水　　道　　事　　業（第２号）

介　　　　　護　　　　　保　　　　　険（第１号）

国民健康保険診療所（第３号）

む
ら
さ
わ
も
と
の
り

む
ら
さ
わ
も
と
の
り



　
第
３
回
臨
時
会
は
、
８

月
25
日
㈬
に
開
会
し
、
左

記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

○「
令
和
３
年
度
　
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付

金
・
過
疎
対
策
事
業
　

駅
前
活
性
化
施
設
・
住

宅
建
設
工
事
　
天
龍
村

平
岡
　
南
中
」
の
請
負

契
約
に
つ
い
て

・
契
約
額

　
２
億
６
，４
０
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
吉
川
建
設
株
式
会
社

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５

千
万
円
以
上
の
工
事
の
た

め
、
村
条
例
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
議
決
を
得
た
も

の
で
す
。

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

（13）広 報　天　　龍 令和3年（2021年）10月28日 広 報　天　　龍（２）令和3年（2021年）10月28日

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❸
回

予
　
　
　算

可
決
さ
れ
た
案
件

令和3年度　８月臨時議会補正予算
補正前の額

22億3,774万円

計

22億4,383万円

補正額

609万円

会    計    名

一　　　　　　　般（第３号）

入会金200円・月会費300円（負担金 年1回300円）

〔主なサービス内容〕

（事業主負担の場合、税法上、損金等として処理できます）

●慶弔給付：結婚・小中学校入学祝金、見舞金等の給付
●健康増進：インフルエンザ予防接種助成金等
●自己啓発：資格取得試験受験料助成金等
●余暇活用：推奨ツアー、スポーツ観戦等助成金
●そ の 他：チケット・各種カード特別価格斡旋
　　　　　　指定割引店舗・施設利用の優待特典

ひとり

一般財団法人
検索飯田勤労者共済会ＴＥＬ.0265-52-6566

FAX.0265-52-0155

1,500事業所
14,000人余に入会
頂いています

〒395-0024 飯田市東栄町3108番地1
飯田市勤労者福祉センター1階
ホームページ https://iida-kyosai.zenpuku.or.jp/
E-mail:i-kinkyo@mis.janis.or.jp

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

毎日を健康で楽しく働くための
お手伝いをします‼

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

一
般
購
入
図
書

◇
幼
児
・
児
童
向
け

・
み
に
く
い
マ
ル
コ

　
〜
え
ん
と
つ
町
に
咲
い
た
花
〜

・
し
ろ
く
ま
の
く
つ
や

　
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
う
わ
ぐ
つ

◇
一
般
向
け

直
木
賞
受
賞
作
品

・
テ
ス
カ
ト
リ
ポ
カ

・
星
落
ち
て
、
な
お

芥
川
賞
受
賞
作
品

・
貝
に
続
く
場
所
に
て

・
彼
岸
花
が
咲
く
島

希
　
望
　
図
　
書

・
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち

・
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
チ
ャ
ギ
ン
ト
ン

　
シ
ー
ズ
ン
２
・
３

寄
贈
図
書

・
お
か
ね
っ
て
な
ぁ
に
？

・
ミ
ツ
さ
ん
の
宝
物

・
子
ど
も
た
ち
は
未
来
の
設
計
者

　
図
書
館
で
は
読
ん
で
み
た
い

本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
天
龍
村
図
書
館

　
　
☎（
32
）３
２
０
６

877円令和３年
10月1日から
［ 時 間 額 ］

28円
UP

長野県 最低賃金

　ふだんの通勤・通学やお出かけに、ぜひＪＲ飯田
線をご利用ください。

・時間に正確で安全。
・移動しながら、読書なども楽しめる。
・環境にやさしい。
　また、車内の換気・消毒、乗務員のマスク着用な
ど、感染症対策にも力を入れています。

鉄道のココが便利!

JR飯田線を利用しましょう

　村では、新型コロナウイルス感染症対策と
して、地域外との往来がある場合に「抗原定
性検査（簡易検査）キット」を使って積極的
に検査することで水際対策を行っています。
　この事業は、無症状で感染力を有する方を
早期に発見して、他者への感染を防ぐことを
目的としており、令和３年８月６日から 31 日
まで実施した社会実験の検証を踏まえ、さら
なる水際対策の有効性を検証する２回目の社
会実験として位置づけています。

第２回 新型コロナウイルス感染症水際対策

抗原定性検査（簡易検査）キット
を無料配布しています

お申込み（検査）
いただける方

○お申込みいただける方：村内に住所
を有する方または村内のイベント
団体
○検査対象者：以下の使用目的に該当
する方
①飯田下伊那地域外へ往来を予定して
いる方
②冠婚葬祭や帰省、イベント等により
来村する親戚等
③村内に住所を有する方で不安を感じ
ている方等
○｢抗原定性検査キット使用報告書｣に
すみやかにお答えいただける方

申込み及び配布
（使用）期間

令和3年10月1日㈮ ～ 令和4年1月31日
㈪まで
※配布予定数になり次第、終了する場
合があります。

申込み場所及び
受付時間

役場 総務課または南支所平日：午前8時
30分～午後5時まで

配布予定数 150キット（配布予定数に達した場合は
追加を検討します。）

申込みキット数

検査対象の方お一人様につき、
個人・団体：原則、2キットまで
（団体の場合は、使用者全員の名簿添
付が必要です。）

その他注意事項

※キットの在庫数により、配布をお待
ちいただく場合があります。
※お申込み状況や時期により、ご希望
の数より少なくなることがありま
す。
※お申込みに不備がある場合は、お受
けできないことがあります。

問い合わせ先 総務課総務情報係 ☎32－2001

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
㈬
に
開

会
し
、
17
日
㈮
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
、
左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
副
村
長
に
竹
田
順
次
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

　
教
育
長
に
村
澤
資
憲
氏
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
教
育
委
員
に
宮
澤
く
る
み
氏
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
村
が
行
っ
て
い
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
と
発
行
手

数
料
の
徴
収
を
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

カ
ー
ド
再
発
行
手
数
料
の
項
目
を
条
例
か

ら
削
除
す
る
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
４

年
１
月
１
日
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
の

額
40
万
４
千
円
を
40
万
８
千
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
「
過
疎
地
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
に
わ

た
る
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
財
政
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監
査
委

員
の
審
査
に
付
し
、
意
見
を
付
け
て
議
会

に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
地
方
財
政
は
巨
額

の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正

に
向
け
、「
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
」
な
ど

の
５
つ
の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
国
に
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・

拡
充
を
求
め
る
請
願
書

○「
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、
教

職
員
定
数
増
」
を
求
め
る
請
願
書

○「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き

地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水

準
に
戻
す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に
求

め
る
請
願
書

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
な
ど
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
大
平
正
長
議
員

一
、
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
運

営
状
況
と
診
療
業
務
体
制
な
ど
に
つ
い
て

二
、
移
動
投
票
車
に
よ
る
期
日
前
投
票
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

三
、
主
要
地
方
道
飯
田
富
山
佐
久
間
線
の

丁
地
〜
早
木
戸
間
の
道
路
改
良
整
備
に

つ
い
て

四
、
天
龍
村
と
浜
松
市
水
窪
地
区
を
結
ぶ

県
境
の
道
路
管
理
と
村
の
方
針
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
買
い
物
弱
者
対
策
事
業
に
つ
い
て

二
、
災
害
等
に
よ
り
不
通
と
な
っ
て
い
る

村
道
に
つ
い
て

○
兼
宗
真
議
員

一
、
小
中
学
校
を
統
合
し
た
併
設
校
へ
向

け
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
教
育
の
体
制

と
中
身
に
つ
い
て

二
、
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
労
務

管
理
と
診
療
所
設
備
の
災
害
時
の
備
え

に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❸
回

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　告

予
　
　
　算

意
　見
　書

一
　般
　質
　問

請
願
・
陳
情
・
要
請
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私たちの村
－10月１日現在－
人口 1,183 人

男 562 人 女 621 人
世帯数 666 世帯

令和3年（2021年）10月28日

　９月22日㈬、南中区旧満島ホテル周辺に建設する駅前活性化施設住宅建設工事の地鎮祭・安全祈願祭が、
請負業者の吉川建設株式会社の主催により挙行されました。
　式典には村長や村議会議長、近隣地区の方などが参列し、玉串拝礼などの神事や発注者である永嶺村長
のあいさつなどが行われ、工事の安全を祈願しました。
　当施設は生活に必要な食料品・日用品を買うことのできる店舗と住まいを併設することで、平岡駅前の
賑わいを創出することを目的に、数年前から施設建設に向け進められてきた事業で、令和４年３月に完成
予定です。
　現在、本格的に工事が始まっており、住民のみなさんには工事車両の通行や騒音などによりご迷惑をお
掛けしますが、ご協力をよろしくお願いします。

敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、本
年
度
百
歳
、白
寿（
99
歳
）

米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
る
み
な

さ
ん
へ
村
よ
り
祝
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

《
百
歳
以
上
》

大
河
内

　
　田
村

　千
代
子

特

　養

　
　正
木

　貞
子

養

　護

　
　後
藤

　キ
ミ
エ

特

　養

　
　村
松

　ミ
ツ
エ

岡

　本

　
　柳
澤

　ケ
サ
子

特

　養

　
　武
田

　と
み
江

特

　養

　
　奥
田

　ま
さ
よ

《
白
　寿
》

養

　護

　
　川
島

　チ
ヨ
シ

特

　養

　
　平
澤

　嘉
つ
子

長
島
宇
連

　寺
平

　安
一

特

　養

　
　塩
澤

　よ
志
ゑ

特

　養

　
　池
田

　千
寿
子

《
米
　寿
》

清

　水

　
　秦

　
　き
よ

西

　原

　
　中
島

　啓

西

　原

　
　吉
澤

　工

西

　原

　
　鎌
倉

　安
治

東
原
Ａ

　
　鈴
木

　美
千
子

東
原
Ａ

　
　野
竹

　美
津
子

東
原
Ａ

　
　伴

　
　美
智
子

東
原
Ｂ

　
　守
屋

　竹
延

中

　央

　
　鎌
倉

　春
子

中

　央

　
　村
田

　え
さ
子

中

　央

　
　秦

　
　陽
伍

　北

　
　
　小
木
曽

　邦
義

本

　町

　
　田
村

　文
江

長

　野

　
　板
倉

　幸

長

　野

　
　中
谷

　喜
昌

南

　上

　
　小
松

　ま
す
み

南

　下

　
　小
林

　久
子

中
井
侍

　
　大
平

　和
江

中
井
侍

　
　森
下

　長
子

大
久
那

　
　村
松

　藤
重

大
久
那

　
　田
島

　和
利

向

　方

　
　村
松

　精
二

向

　方

　
　村
松

　邦
子

大
河
内

　
　遠
山

　芳
男

養

　護

　
　玉
置

　芳
計

養

　護

　
　木
下

　ク
ニ
子

特

　養

　
　尾
曽

　桓

特

　養

　
　熊
谷

　信
利

　
な
お
、
今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
（
５
千
円
）

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

〜
敬
老
祝
品
を
贈
呈
〜

　

 

敬 

老
　

 

敬 

老

今
年
度
の

　長
寿
祝
受
領
者
（
敬
称
略
）

外観イメージ

建物立面図

駅前活性化施設住宅建設工事の
地鎮祭・安全祈願祭挙行される

◁
鍬入れの神事

▷
永嶺村長による
発注者あいさつ

　
天
龍
中
学
校
で
は
、「
ハ
ン

ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
天
龍
村

産
材
を
使
っ
た
手
づ
く
り
ハ
ン

ガ
ー
を
世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト
へ

届
け
よ
う
」
と
、
２
０
１
７
年

か
ら
ハ
ン
ガ
ー
製
作
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ブ

ラ
ジ
ル
選
手
団
へ
２
５
０
本
の

ハ
ン
ガ
ー
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
ば
、
全
校
生
徒
で

ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
受
け
入
れ
先

で
あ
る
浜
松
市
へ
出
向
き
、
選

手
へ
直
接
ハ
ン
ガ
ー
を
お
届
け

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
浜

松
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
通
じ

て
、
選
手
の
み
な
さ
ん
へ
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
校
生
徒
に
よ
る
選
手
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え
て

贈
り
ま
し
た
。

　
大
会
を
終
え
９
月
に
な
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
の
方
々
か
ら

サ
イ
ン
の
入
っ
た
ハ
ン
ガ
ー
が

届
き
ま
し
た
。
サ
イ
ン
入
り
ハ

ン
ガ
ー
は
譲
葉
祭
で
も
展
示
を

し
、
今
後
も
多
目
的
室
で
展
示

を
し
ま
す
。

　
現
在
、
届
け
た
ハ
ン
ガ
ー
は

１
，
９
９
０
本
で
、
目
標
ま
で

残
り
30
本
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
後

の
活
動
を
よ
い
形
で
締
め
く
く

れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
贈
呈

先
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
か
ら
サ
イ
ン
入
り
ハ
ン
ガ
ー
届
く

天
龍
中
学
校

南側立面図 1/100 東側立面図 1/100

西側立面図 1/100北側立面図 1/100

75歳以上の方に敬老
祝品を贈りました


